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　　人口の動き

一4月1日現在一

男4，972（一5
女5，035（一29
計10，007（一34
世帯数2，354（±o
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彌甜嚢灘鵬嚢
一4月の休日救急医

11日富田医
18日大島医
25日中条病
29日山口医
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ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
登
場
の
春
で
す
。

　
千
手
保
育
園
に
は
、
二
歳
児
（
男
九

人
・
女
八
人
）
が
十
七
人
も
入
園
し
て

い
ま
す
。

　
三
日
の
入
園
式
で
約
束
し
た
こ
と
は

守
れ
る
で
し
ょ
う
か
．

①
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
お
家
の
人

　
た
ち
の
言
う
こ
と
を
聞
く
人

②
元
気
に
お
は
よ
う
と
い
っ
て
保
育
園

　
に
く
る
人

③
友
だ
ち
と
仲
よ
く
遊
ぷ
人

　
園
長
先
生
と
の
約
束
は
こ
の
三
つ
で

し
た
。

　
ど
こ
の
保
育
園
で
も
、
泣
き
声
が
し

ば
ら
く
や
ま
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
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新
年
度
予
算
決
ま
る

　
新
年
度
の
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
が
二
十
六
億
九
千
七
百

万
円
、
六
つ
の
特
別
会
計
が
七
億
八
千
二
百
万
八
千
円
、
合
わ
せ
て
三
十

四
億
七
千
九
百
万
八
千
円
の
規
模
で
す
。
　
（
水
道
企
業
は
含
め
て
い
ま
せ

ん
）　
町
の
臨
調
第
一
次
答
申
に
基
づ
く
節
減
は
、
五
千
三
百
二
十
六
万
九
千

円
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。

　
住
み
よ
い
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
の
た
め
、
創
意
く
ふ
う
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

a会計は
防翻ノ砲：・♪
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若
者
が
喜
ん
で

住
ん
で
く
れ
る
町
づ
く
り
を

　
　
　
　
〈
町
長
の
施
政
方
針
V

　
自
主
財
源
に
乏
し
く
、
住
民
に
直
結
し
た
財
政
需
要
に
追
わ
れ

通
し
の
末
端
自
治
体
は
、
国
県
の
施
政
方
針
や
予
算
に
よ
っ
て
、

そ
の
施
政
が
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
よ
り
多
く
の
事
業
や
財
源
の
配
分
を
受
け
入
れ

る
こ
と
が
至
上
命
題
で
す
。
国
県
の
実
情
を
十
分
把
握
す
る
と
と

も
に
、
社
会
経
済
の
変
遷
や
国
県
の
施
策
に
対
応
し
な
が
ら
、
常

に
先
見
的
な
見
地
に
立
っ
て
、
住
民
福
祉
の
増
進
を
期
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
町
政
の
最
重
点
施
策
は
、
あ
ら
ゆ
る
行
政
を
通
じ
て
過
疎
対
策

に
指
向
さ
れ
ま
す
。
若
者
が
喜
ん
で
住
み
つ
く
よ
う
な
住
み
よ
い

魅
力
あ
る
町
づ
く
り
の
た
め
に
、
高
速
交
通
時
代
を
生
か
し
て
都

会
人
を
引
き
つ
け
、
U
タ
ー
ン
を
促
す
よ
う
な
創
意
と
く
ふ
う
に

専
念
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

豪
雪
、
過
疎
、
辺
地
、
地
す
べ
り
な
ど
の
悪
条
件
を
背
負
っ
て
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諸支出金
55，731千Fヨ

　1　　（2．1％

日費災（％労商工費　　　　●力倒買　ご46千円／勿
　27・690千円　・予備費1，0∞千円（一％）

火貢¶反1口貝
　69，494千円
　　　　　（2．6％）

Oo，人51千円
（2．1％）

（1．O％）

　　土木費　　　　教　　育　　費
268，322千円　　　　　　　　　607，859千円
（10．0％）　　　　　　　　　（22．5％）

　　公債費
345，759千円
　（12・8％）

一　般　財源

（町税、地方交付税など）
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方針を述べる町長

村
を
守
り
、
町
の
開
発
発
展
に
努
力
さ
れ
た
人
々
か
ら
受
け
継
い

だ
父
祖
の
地
で
す
。
幸
い
自
然
的
悪
条
件
に
対
す
る
最
大
の
恩
典

で
あ
る
過
疎
法
も
継
続
さ
れ
、
ま
た
、
三
月
末
で
期
限
切
れ
と
な

る
特
豪
法
も
十
年
の
延
長
が
決
ま
っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
を
最
大
限

に
生
か
し
て
、
人
口
の
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
、
人
口
を
増
や
し
、

豪
雪
を
克
服
す
る
決
意
を
さ
ら
に
新
た
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
念
じ
て
い
ま
す
。

　
国
の
ゼ
ロ
シ
ー
リ
ン
グ
や
第
二
次
臨
調
の
答
申
に
よ
る
制
約
の

中
で
、
ま
た
、
町
の
臨
時
行
財
政
調
査
会
の
厳
し
い
答
申
に
添
う

よ
う
、
慎
重
に
編
成
作
業
を
進
め
て
き
た
昭
和
五
十
七
年
度
の
予

算
案
は
、
国
県
の
予
算
編
成
方
針
を
ふ
ま
え
、
町
の
総
合
開
発
計

画
を
指
針
に
「
極
力
入
る
を
計
り
出
ず
る
を
制
す
る
」
の
基
本
に

よ
っ
て
編
成
し
ま
し
た
。

　
無
駄
を
省
き
、
重
点
的
な
施
策
の
遂
行
を
期
し
た
予
算
で
す
。

執
行
に
当
た
っ
て
は
、
常
に
財
源
を
確
認
す
る
配
慮
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
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眠
一
人
当
た
り
の
歳
入

田
　
総
額
二
十
六
億
九
千
七
百
万
円
の
歳
入
を
町
民
一

人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
二
十
六
万
八
千
円
余
り

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
世
帯
当
た
り
で
は
百
十
四

万
五
千
円
に
も
及
び
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

1人当たりの歳入

分担金および負担金

　1　6，458円
　　　　　（2．4％）

乙繰入金

10，085円
（3．8％）

　国県支出金＼

　　58，442円
，　　（21．7％
1たり
1入
25円
　　町債
　　　23，297円
雛『，　（＆7％）

欝親．その他

地方
交付税

、、2，4。8腸人議た

268，62（41．8％）

♂し13，924円
＼（5．2％）
　￥、

　￥
　＼　　A　たばこ消費税

　　’、　　2，439円
　　ヤ　　　、1、　　　（6．1％）

　　　　　B電気税

磯鞭讐響
《
．鐵鱒麟

　地方譲与税7

4，084円　、
（1．5％）ノ
　　　　　，’

　　　　，’

　　　　！
　　　！
　　　版

C軽自動車税　　721円「
縦懸有税謂ナ（■9％）

議会費
　45，180千円
　　　（O．7％）

衛：王買
　148，810千円
　　（5．5％〉

！F1初貝
94，354千円
　（3．5％）

317，364千円
総務費　　　民生費
　　　　　　　　　　　298，467千円
（11．8％）　　　　　　　　　（11・1％）

農林水産業費
416，624・千円

　（15．4％）

’

繋特：…：…：…：…‡…：…：…：…：…：…

じo●o●o

…：………：…：……………撒：：：：：＝ンンン

／　　　その他

一般財源

o∴。～●●●●●●∴’品o∴’　．：：：：i：i二i：i：i：i

　　　　．．。．●●。．o。●．●。

●　　　●　O　．　●　●　●　0　0　●　●　g　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　　●　●　●　●　●　●　D　9　●　●
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総
務
費

　　除

小雪
脇強
地化
　　ρ
区・
に

朗
報

　
人
件
費
は
、
総
務
費
か
ら
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
の
欄
で
取
り
上
げ
ま
す
。
一
般
職
の
職
員小脇部落です

減
や
臨
時
職
員
の
整
理
に
よ
っ
て
、
約
二
千
五
百
万

円
節
減
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
特
別
職
に
つ
い

て
も
削
減
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
厳
し
い
内
容
で

す
。
　
冬
期
孤
立
集
落
機
能
維
持
施
設
の
建
設
が
行
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
は
、
小
脇
地
区
が
対
象
で
、
集
落
セ
ン

タ
ー
機
能
を
兼
ね
た
除
圧
雪
機
械
格
納
庫
一
棟
の
建

設
と
、
七
ト
ン
級
湿
地
ド
ー
ザ
を
一
台
購
入
し
ま
す
。

こ
の
施
設
事
業
に
よ
り
、
昭
和
五
十
四
年
以
来
条
件

付
き
除
雪
路
線
で
あ
っ
た
室
島
・
小
脇
間
の
冬
期
交

通
確
保
が
一
段
と
強
化
さ
れ
ま
す
。

　
町
史
編
さ
ん
事
業
は
、
昭
和
六
十
一
年
の
発
刊
を

目
ざ
し
、
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
に

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
史
料
は
お
よ
そ
一
万
五
千

点
で
す
。
新
年
度
か
ら
は
、
一
つ
一
つ
こ
の
膨
大
な

史
料
に
目
を
通
し
、
ま
と
め
て
い
く
本
格
的
な
調
査

活
動
が
始
ま
り
ま
す
。

民
生
費

「
小
さ
な
親
切
運
動
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を

　
あ
か
ね
会
へ
の
補
助
金
が
五
百
二
十
九
万
円
で
先

「
な
か
ま
の
家
」
建
設
の
借
入
金
償
還
分
に
こ
の
中

の
四
百
七
十
五
万
円
が
充
て
ら
れ
ま
す
。

　
青
少
年
育
成
町
民
会
議
補
助
金
は
三
十
万
円
で
丸

町
民
会
議
で
は
、
青
少
年
問
題
協
議
会
と
協
力
し
て

「
小
さ
な
親
切
運
動
」
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
衛
生
費
は
町
民
の
健
康
を
守
る
た
め
の
予
算
で
す
や

　
婦
人
の
健
康
づ
く
り
と
い
う
こ
と
で
、
家
庭
の
健

康
の
担
い
手
で
あ
る
主
婦
を
対
象
と
し
た
健
康
診
査

や
食
生
活
指
導
も
行
い
ま
す
。

衛
生
費

衛
生
施
設
組
合
へ
の

負
担
金
は
一
二
％

　
衛
生
施
設
組
合
負
担
金
は
、
十
日
町
市
が
八
八
パ

ー
セ
ン
ト
、
川
西
町
が
一
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
で
、

川
西
町
分
は
四
千
四
百
六
十
万
円
余
に
な
り
ま
す
。

農
林
水
産
・
商
工
費

「
休
養
施
設
」

　
　
　
　
　
　
着
工

の
年

　
水
田
利
用
再
編
対
策
は
、
川
西
町
が
米
を
主
産
物

と
し
て
い
る
だ
け
に
厳
し
い
こ
と
で
す
が
、
国
の
転

作
率
二
二
．
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
県
の
一
四
・
ニ
パ
ー

セ
ン
ト
に
対
し
、
川
西
町
は
県
下
の
最
低
に
近
い
一

〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
り
当
て
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
家
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
は
大
き
い
も
の
で
す
が
、

転
作
作
物
の
栽
培
を
通
じ
、
米
に
見
合
う
所
得
を
確

保
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
計
画
化
・
団
地
化
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
地
域
休
養
施
設
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
の
指
導
を

待
ち
な
が
ら
、
五
十
八
年
秋
の
オ
ー
プ
ン
を
目
ざ
し
、

二
億
一
千
万
円
ほ
ど
の
事
業
費
で
進
め
る
も
の
で
、

五
十
七
年
度
は
三
千
六
百
万
円
く
ら
い
の
事
業
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　
モ
デ
ル
事
業
で
は
、
上
野
の
下
水
道
管
路
の
布
設

を
主
に
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
施
設
、
道
路
整
備
な
ど
に
一

億
二
千
七
百
万
円
ほ
ど
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
林
業
関
係
は
、
引
き
続
き
町
行
造
林
と
林
道
整
備

を
治
山
治
水
を
兼
ね
て
行
い
ま
す
。
西
の
山
の
林
道

は
五
十
八
年
の
全
線
完
了
の
た
め
努
力
し
ま
す
。

　
商
工
費
で
は
、
千
手
地
区
の
街
路
灯
設
置
事
業
や

二
六
公
園
駐
車
場
の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

土
木
費

改
良
舗
装
は

　
　
　
　
　
　
順
位

で

　
町
道
の
改
良
舗
装
に
つ
い
て
の
要
望
は
極
め
て
多

く
出
て
い
ま
す
。
現
在
の
町
道
の
改
良
率
は
三
七
・

ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
舗
装
率
で
は
二
八
・
六
パ
ー
セ
ン

ト
で
す
。

　
予
算
で
は
、
幹
線
町
道
の
舗
装
修
繕
と
放
水
路
橋

高
欄
の
修
繕
、
そ
れ
に
改
良
五
路
線
、
舗
装
十
路
線
、

国
庫
補
助
事
業
で
は
伊
友
の
消
パ
イ
な
ど
三
路
線
で

す
。
山
野
田
川
の
改
修
は
町
費
単
独
で
施
行
し
ま
す
。

　
要
望
に
応
え
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
ま
す

が
、
公
平
を
旨
と
し
、
総
合
開
発
計
画
の
順
位
に
よ

っ
て
配
分
し
た
も
の
で
す
。

　
五
六
豪
雪
の
融
雪
災
害
は
査
定
件
数
八
十
二
件
、

査
定
額
二
億
八
百
万
円
に
も
及
び
ま
し
た
。
こ
の
う

ち
、
川
西
ダ
ム
（
九
千
六
百
万
円
）
と
舟
ノ
木
（
千

五
百
万
円
）
は
県
が
施
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

町
施
行
分
の
う
ち
四
十
九
件
、
五
千
三
百
万
円
は
五

十
六
年
度
に
完
了
し
ま
し
た
。

災
害
復
旧
費

“
五
六
豪
雪
災
”
の
復
旧

　
五
十
七
年
度
は
、
農
地
農
業
用
施
設
分
が
二
十
五

件
、
工
事
費
で
は
約
三
千
三
百
万
円
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
五
六
豪
雪
関
係
に
つ
い
て
は
、
川
西
町
は
激

甚
法
の
指
定
を
受
け
、
高
率
補
助
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
公
共
土
木
施
設
分
の
災
害
復
旧
は
十
七
件
、
工
事

費
で
二
千
百
万
円
ほ
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。
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公
債
費

　
予
算
の
一
二
・
八
％
を
占
め
る

　
今
ま
で
に
町
が
借
り
た
お
金
で
、
本
年
度
返
済
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
お
金
は
三
億
四
千
五
百
万
円
余

り
で
す
。
元
金
分
が
一
億
八
千
万
円
、
利
子
分
が
一

億
六
千
五
百
万
円
で
す
。

　
予
算
に
占
め
る
割
合
は
一
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
に

も
及
ん
で
い
ま
す
。

教
育
費

川
西
中
の
改
築

　
川
西
中
学
校
木
造
校
舎
の
改
築
が
五
十
七
年
度
の

町
の
事
業
で
は
い
ち
ば
ん
大
き
な
も
の
で
す
。

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
四
階
建
、
延
面
積
千
八
百

二
十
二
平
方
メ
ー
ト
ル
、
主
な
部
屋
は
、
職
員
室
、

校
長
室
、
家
庭
科
室
、
視
聴
覚
室
、
図
書
室
で
す
。

建
築
費
は
三
億
三
千
二
百
万
円
余
り
に
な
り
ま
す
。

　
財
源
内
訳
は
、
国
庫
補
助
が
九
千
万
円
、
地
方
債

六
千
四
百
万
円
、
そ
の
他
八
千
万
円
、
一
般
財
源
が

改築される部分
九
千
八
百
万

円
で
す
。

　
改
築
の
部

分
は
、
昭
和

三
十
七
年
に

千
手
中
学
校

か
ら
移
築
さ

れ
た
も
の
で

す
。

農業共済事業

91，465千円

　　z一〆”
恨
32DO8㌻

稗
金
ま

　
　
　
　
♂

　ケ1

　き

ア

げ
た

　
共
済
引
受
数
量
の
拡
大
と
補
償
内
容
の
充
実
を
図

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
水
田
利
用
再
編
対
策
な
ど
時

代
の
要
請
に
も
応
え
て
、
大
豆
共
済
や
肉
豚
共
済
を

加
え
、
農
家
経
済
の
安
定
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
掛
金
の
改
訂
を
行
い
ま
す
が
、
一
筆
方
式

で
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
全
相
殺
で
は
一
六
パ
ー
セ
ン

ト
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
生
産
組
織
な
ど
に
対
し
て
、
病
害
虫
防
除
器
具
、

栽
培
管
理
機
械
の
導
入
補
助
を
二
百
五
十
万
円
ほ
ど

計
上
し
ま
し
た
。

簡易水道事業

53，300r・円

奮
竃
が透
然

　
前
年
度
と
同
様
、
維
持
管
理
予
算
と
な
っ
て
い
ま

す
。　
昨
年
十
月
に
平
均
二
七
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
使
用

料
の
値
上
げ
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
比
三
二

パ
ー
セ
ン
ト
増
の
使
用
料
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
維
持
管
理
事
業
と
し
て
は
橘
簡
水
の
深
井
戸
オ
ー

バ
ー
ホ
ー
ル
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
は
、
動

力
、
薬
品
、
漏
水
修
理
な
ど
の
日
常
的
経
費
で
す
。

　
公
債
費
（
借
金
返
済
）
が
大
き
く
、
元
金
が
五
百

八
十
万
円
、
利
子
が
二
千
三
百
九
十
万
円
ほ
ど
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。

国民健康保険

4億79，825千円

ノ

．
欝
畜
々

が

為
い
　
　
　
　
ぜ
つ

　
前
年
度
よ
り
二
二
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
予
算
で

す
。　
保
険
料
の
総
額
は
、
前
年
度
よ
り
一
五
パ
ー
セ
ン

ト
ほ
ど
増
え
て
い
ま
す
。
一
世
帯
当
た
り
で
十
一
万

一
千
円
、
一
人
当
た
り
で
は
三
万
三
千
円
く
ら
い
に

な
り
ま
す
。
　
（
加
入
世
帯
千
四
百
五
十
二
戸
、
被
保

険
者
四
千
八
百
六
十
六
人
）

　
高
額
療
養
費
時
代
に
移
っ
て
い
ま
す
。
大
病
人
が

出
な
い
よ
う
な
予
防
が
必
要
で
あ
り
、
健
康
管
理
の

重
要
性
が
改
め
て
問
わ
れ
る
と
き
で
す
。

国保診療所

78，461千円

磯
入
の
塗
が

孝
磐

前
年
度
と
ほ
ぼ
同
じ
額
の
予
算
規
模
で
す
。

歳
入
で
は
、
診
療
収
入
が
三
パ
ー
セ
ン
ト
ア
ッ
プ

の
七
千
六
百
五
十
万
円
ほ
ど
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
往
診
用
の
自
動
車
の
更
新
に
百
八
十

万
円
計
上
し
て
い
ま
す
。
医
業
費
は
ほ
ぼ
前
年
並
み

の
三
千
八
百
二
十
万
円
で
す
。

仙田へき地

　出張診療所

　20，347千円

蓬
医
壽
を
醜
布

　
予
算
総
額
で
は
、
前
年
度
よ
り
六
・
五
パ
ー
セ
ン

ト
の
減
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
前
年
度
に
は

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
更
新
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

　
診
療
収
入
は
一
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
で
す
が

県
支
出
金
が
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
も
減
っ
て
い
ま
す
。

　
へ
き
地
保
健
家
庭
医
薬
品
の
配
布
は
六
部
落
百
八

十
戸
が
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

歯科診療所

58，610千円

醗
淳
寿

穿
が
り
か

　
診
療
収
入
は
前
年
度
よ
り
四
パ
ー
セ
ン
ト
減
の
五

千
七
百
六
十
万
円
で
す
。
こ
れ
は
、
人
員
削
減
に
よ

る
影
響
を
考
慮
し
た
も
の
で
す
。

　
歳
出
で
は
、
金
属
な
ど
の
値
上
が
り
に
よ
っ
て
、

治
療
用
消
耗
器
材
や
歯
冠
材
料
の
価
格
が
上
昇
す
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
る
の
で
、
医
業
費
が
前
年
度
よ
り

一
三
パ
ー
セ
ン
ト
も
多
い
千
八
百
三
十
万
円
に
な
っ

て
い
る
の
が
目
立
ち
ま
す
。
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川
西
中
改
築
と

　
　
　
　
休
養
施
設
に
質
問
が
集
中

⇔
平
野
圭
二
議
員

①
過
疎
防
止
対
策
に
は
、
若
者
の
定
着
、

農
業
体
系
の
変
化
へ
の
対
応
、
企
業
誘

致
が
必
要
と
思
う
が
、
具
体
的
な
方
法

は
。
②
人
員
削
減
や
合
理
化
に
よ
り
収
支
の

均
衡
を
図
っ
て
い
る
。
弾
力
性
の
あ
る

財
政
運
営
を
望
む
。

◇
根
津
町
長

①
過
疎
対
策
が
最
大
の
施
策
。
働
く
場

の
確
保
が
急
務
、
企
業
誘
致
は
現
在
の

誘
致
工
場
と
の
話
し
合
い
の
上
で
。
農

業
も
高
速
交
通
時
代
に
添
え
な
い
か
。

②
臨
調
で
五
千
万
円
の
節
減
。
景
気
浮

揚
策
で
公
共
事
業
が
地
方
に
も
回
っ
て

く
る
と
思
う
、
起
債
で
対
処
す
る
。
長

期
的
に
は
弾
力
性
の
あ
る
財
政
運
営
を
。

◇
登
坂
　
茂
議
員

①
折
り
込
む
べ
き
も
の
が
予
算
に
入
っ

て
い
な
い
が
計
上
す
る
考
え
は
。

②
川
西
中
建
設
が
目
玉
だ
が
、
こ
れ
を

機
会
に
校
風
刷
新
を
し
て
ほ
し
い
。

◇
根
津
町
長

①
創
意
く
ふ
う
し
て
取
り
残
し
た
も
の

に
対
処
す
る
。

②
川
西
中
は
三
億
三
千
二
百
万
で
改
築
。

備
品
の
寄
付
を
二
千
万
円
ほ
ど
願
い
た

い
。
学
校
、
P
T
A
、
地
域
が
一
丸
と
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な
り
校
風
刷
新
の
機
会
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

③
滋
野
一
郎
議
員

①
町
税
の
伸
び
率
と
地
方
交
付
税
が
前

年
度
よ
り
七
千
万
円
多
い
が
見
込
み
は
。
…

②
公
共
事
業
が
回
っ
て
き
た
場
合
補
正

予
算
で
対
応
で
き
る
か
。

③
川
西
中
の
寄
付
の
集
め
方
と
地
域
休
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一一一

養
施
設
建
設
の
延
期
の
考
え
は
。

◇
根
津
町
長

①
景
気
は
回
復
基
調
で
地
方
税
は
伸
び

る
と
国
で
は
見
て
い
る
。
地
方
交
付
税

も
う
ち
わ
に
見
積
っ
て
い
る
。

②
五
十
六
年
度
の
繰
り
越
し
を
多
く
し

た
い
。

③
休
養
施
設
は
新
農
構
の
事
業
で
あ
り
、

こ
の
事
業
は
五
十
八
年
度
ま
で
で
あ
る
。

二
五
二
沿
線
に
建
て
、
町
の
発
展
に
も

つ
な
げ
た
い
。
川
西
中
の
寄
付
金
は
、

後
援
会
を
結
成
し
て
集
め
て
ほ
し
い
。
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57年度予算の町長提案理由の説明が3月9日に行われ、

それに対する総括質疑は11日に展開されました。

その要点をまとめお知らせします。

⇔
田
中
与
三
郎
議
員

①
地
方
債
が
一
般
会
計
で
二
十
三
億
九

千
六
百
万
円
も
あ
る
。
特
別
会
計
で
は

い
く
ら
に
な
る
か
。

②
今
後
の
起
債
の
方
向
は
。

◇
根
津
町
長

①
水
道
が
八
億
八
百
万
円
、
歯
科
診
一

千
万
円
、
へ
き
診
二
百
三
十
万
円
、
千

診
三
百
九
十
万
円
、
一
般
会
計
と
合
わ

せ
る
と
三
十
二
億
二
千
万
円
余
り
、
そ

の
ほ
か
債
務
負
担
行
為
で
三
億
円
、
中

子
が
二
億
円
あ
る
。

②
川
西
町
は
公
債
比
率
一
ニ
パ
ー
セ
ン

ト
を
く
ぐ
っ
て
い
る
。
一
五
パ
ー
セ
ン

ト
に
な
る
と
危
険
信
号
で
あ
る
。
現
在

は
注
意
信
号
。
有
利
な
起
債
は
の
が
さ

な
い
。
自
己
財
源
だ
け
で
は
事
業
は
行

え
な
い
。

◇
桑
原
要
雄
議
員

①
過
疎
対
策
と
住
民
福
祉

②
集
落
移
転
問
題
（
藤
沢
、
越
ケ
沢
の
）

）　
■

は
通
勤
農
業
の
点
か
ら
も
仙
田
地
区
に
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

適
地
を
求
め
て
ほ
し
い
。
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◇
根
津
町
長
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①
結
婚
相
談
所
を
設
け
た
り
、
新
農
構
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

事
業
の
受
け
入
れ
で
過
疎
対
策
を
行
っ
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
き
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
三
領
原
を
候
補
地
と
し
て
い
る
が
、
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

適
地
を
該
当
者
と
い
っ
し
ょ
に
検
討
す
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

る
。
集
団
移
転
制
度
に
は
い
ろ
い
ろ
な
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

制
限
も
あ
る
が
急
を
要
す
る
問
題
で
も
　
…
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田
哲
次
議
員
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①
川
西
中
は
現
在
の
財
政
に
合
っ
た
よ
　
…
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う
考
え
て
ほ
し
い
。
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②
入
札
に
つ
い
て
は
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
　
…
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が
必
要
。
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③
水
力
電
気
周
辺
地
域
交
付
金
の
見
通
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

◇
根
津
町
長
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

①
管
理
棟
と
い
う
観
点
で
い
ろ
い
ろ
検
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

討
の
う
え
四
階
建
と
し
た
。
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
川
西
中
の
入
札
は
相
当
の
競
争
を
期
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

待
し
て
い
る
。
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③
関
係
市
町
村
で
期
成
同
盟
会
を
作
っ
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
。
国
鉄
に
は
使
途
を
明
記
せ
ず
交
付
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
る
よ
う
願
う
。
五
十
七
年
度
に
は
な
　
…
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と
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。
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・
⑨
上
村
広
治
議
員
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

①
青
少
年
対
策
が
急
務
の
と
き
で
あ
り
、
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

補
助
金
を
増
や
し
た
ら
ど
う
か
。
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

②
地
域
休
養
施
設
の
付
属
施
設
の
計
画
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

内
容
は
。
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◇
根
津
町
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

①
青
少
年
問
題
の
重
要
性
は
認
識
し
て

い
る
。
　
「
小
さ
な
親
切
運
動
」
を
展
開

す
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
的
な
考
え
に
立

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

②
規
模
縮
小
も
検
討
。
運
営
は
農
政
推

進
協
議
会
で
審
議
願
い
た
い
。

◇
平
野
正
義
議
員

①
西
の
山
の
開
発
と
モ
ト
ク
ロ
ス
場
に

つ
い
て
は
。

②
フ
ラ
ッ
シ
ュ
施
設
を
利
用
し
て
の
流

雪
溝
は
。

◇
根
津
町
長

①
西
の
山
は
千
手
地
区
商
工
会
が
中
心

で
運
動
し
て
い
る
。
巣
鴨
信
金
は
保
養

施
設
と
し
て
考
え
て
い
る
。
五
十
七
年

中
に
着
工
願
い
た
い
。
モ
ト
ク
ロ
ス
場

は
観
光
資
源
と
し
て
検
討
。

②
フ
ラ
ッ
シ
ュ
は
多
目
的
に
利
用
し
た

い
。
上
水
道
の
水
源
に
も
な
る
が
、
流

雪
の
た
め
に
も
役
立
た
せ
た
い
。

〈
⑨
押
木
元
男
議
員

①
川
西
中
は
建
設
と
非
行
問
題
が
一
致

し
て
し
ま
っ
た
。
四
階
は
孤
立
し
た
感

で
不
安
で
あ
る
。

②
青
少
年
育
成
町
民
会
議
の
活
動
状
況

は
。
◇
根
津
町
長

①
心
機
一
転
す
る
好
機
で
あ
る
。
非
行

の
根
は
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。

②
昨
年
結
成
さ
れ
た
町
民
会
議
で
は
、

夏
休
み
に
は
夜
間
巡
視
指
導
を
行
っ
て

き
た
。
そ
の
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
的

に
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
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⇔
高
橋
長
夫
議
員

①
モ
デ
ル
事
業
の
進
捗
状
況
と
今
後
の

見
通
し
に
つ
い
て
。

②
坪
山
城
跡
発
堀
調
査
の
時
期
と
そ
の

規
模
。

◇
根
津
町
長

①
総
計
画
二
十
六
億
の
事
業
は
全
国
一

で
あ
る
。
し
か
し
、
進
捗
率
は
一
八
パ

ー
セ
ン
ト
と
遅
い
。
五
十
七
年
度
は
一

億
一
千
万
円
く
ら
い
の
配
分
か
。

②
東
京
電
力
が
八
百
四
十
万
円
出
す
。

ど
の
程
度
の
遺
跡
か
分
か
ら
な
い
。
夏

休
み
時
期
に
行
い
た
い
。

⇔
羽
鳥
欣
一
議
員

①
中
子
の
学
園
誘
致
に
つ
い
て
の
そ
の

後
は
。

②
モ
デ
ル
事
業
の
上
野
地
区
下
水
道
の

関
係
で
、
下
流
部
落
の
同
意
は
不
要
か
。

◇
根
津
町
長

①
い
ろ
い
ろ
の
話
は
あ
る
が
、
ま
だ
進

展
を
見
て
い
な
く
発
表
の
段
階
で
は
な

い
。
②
処
理
場
は
下
平
新
田
に
確
保
し
て
あ

る
。
基
準
ど
お
り
の
き
れ
い
な
水
と
な

る
の
で
法
的
に
は
承
認
を
得
る
必
要
は

な
い
が
、
了
解
は
得
て
い
き
た
い
。

◇
若
山
三
郎
議
員

①
川
西
中
の
非
行
の
根
源
は
、
教
育
の

心
髄
に
欠
け
る
も
の
が
あ
っ
た
た
め
で

は
な
い
か
。
人
事
の
刷
新
も
必
要
と
思

・
つ
。
◇
根
津
町
長

①
一
握
り
の
不
心
得
者
の
た
め
に
学
校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　一　　　　　　　　　9　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　・　　　　　　　　一　　　　　　　9　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　〇　　　　　〇　　　　　一　　　　　〇　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　．　　　一　　一　　〇　　一　一　一　●
一〇一

会の様子

全
体
が
悪
く
思
わ
れ
た
。
学
校
を
た
い

せ
つ
に
し
、
み
ん
な
で
校
風
の
刷
新
の

た
め
勇
気
を
持
っ
て
行
動
し
て
ほ
し
い
。

指
導
力
の
あ
る
教
師
を
望
み
た
い
。

⇔
保
坂
次
夫
議
員

①
上
越
新
幹
線
開
業
に
伴
い
、
川
西
を

始
発
に
し
た
湯
沢
ま
で
の
定
期
バ
ス
を

交
渉
し
て
ほ
し
い
。

②
信
濃
川
新
架
橋
に
つ
い
て
。

③
川
西
中
の
入
札
方
法
は
。

◇
根
津
町
長

①
越
後
交
通
と
交
渉
中
で
あ
る
。
大
和

町
に
確
保
し
て
あ
る
駐
車
場
用
地
に
も

着
手
し
た
い
。

②
十
日
町
市
議
会
と
の
具
体
的
な
話
し

合
い
を
進
め
て
ほ
し
い
。
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③
分
離
発
注
が
建
前
だ
が
、

に
つ
い
て
も
十
分
検
討
し
、

る
よ
う
に
し
た
い
。

一
括
発
注

有
利
に
な

⇔
小
林
寅
雄
議
員

①
事
業
を
積
極
的
に
行
っ
た
結
果
、
行

政
が
肥
大
化
し
た
。
臨
調
答
申
に
添
い

対
処
願
い
た
い
。

②
地
方
債
で
七
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
高

金
利
な
も
の
を
低
金
利
の
も
の
に
切
り

替
え
で
き
な
い
か
。

③
職
員
の
四
週
五
休
制
に
つ
い
て
。

◇
根
津
町
長

①
肥
大
化
し
た
行
政
を
“
小
さ
い
行
政
”

の
ワ
ク
に
は
め
る
の
は
大
変
だ
が
、
努

力
し
て
い
く
。

②
今
の
制
度
で
は
無
理
と
思
う
が
、
こ

う
い
う
方
法
も
進
言
し
て
い
き
た
い
。

③
規
則
で
試
行
し
て
い
る
。
大
部
分
の

町
村
が
条
例
化
や
そ
の
方
向
で
あ
る
。

◇
高
橋
弥
太
郎
議
員

①
電
源
開
発
関
係
の
問
題
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

②
室
島
・
十
日
町
線
の
主
要
地
方
道
昇

格
に
伴
う
総
延
長
に
つ
い
て
問
う
。

◇
根
津
町
長

①
国
鉄
小
千
谷
発
電
所
の
導
水
路
の
件
、

柏
崎
刈
羽
原
発
の
件
が
あ
る
。
送
変
電

施
設
所
在
市
町
村
交
付
金
の
運
動
は
、

関
係
市
町
村
で
協
議
会
を
作
り
行
う
。

東
京
電
力
の
鉄
塔
は
川
西
町
に
は
二
十

三
基
建
て
ら
れ
、
一
基
三
億
円
以
上
は

か
か
る
。

②
十
一
・
四
キ
ロ
で
あ
る
。

　
⇔
小
林
正
人
議
員

　
①
雪
害
な
だ
れ
防
止
林
機
能
回
復
事
業

　
導
入
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

　
②
非
常
備
消
防
団
と
防
火
施
設
に
つ
い

　
て
。

　
③
渋
海
川
の
漁
業
権
設
定
を
望
む
。

　
◇
根
津
町
長

「
き
ー
ん

怖ね
　
　
　
　
お
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①
五
十
七
年
度
か
ら
の
県
単
の
事
業
で

あ
る
。
要
望
し
て
い
き
た
い
。

②
非
常
備
消
防
団
員
は
減
員
し
て
い
る
。

水
槽
は
五
十
七
年
度
に
広
域
で
三
、
モ

デ
ル
事
業
で
二
か
所
計
画
。

③
松
之
山
町
と
も
話
し
た
こ
と
が
あ
る
。

関
係
市
町
村
に
呼
び
か
け
て
み
た
い
。

　
　
　
弘
ー
〈
ー
し

　
　
　
　
9

再
加
入
の
手
続
き
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忘
　
れ

　
出
稼
ぎ
か
ら
帰
ら
れ
た
皆
さ
ん
、

た
い
へ
ん
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

　
今
ま
で
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い

た
皆
さ
ん
は
、
ま
た
国
民
年
金
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
の
加
入
期
間
と
厚
生
年

金
の
加
入
期
間
は
、
将
来
合
算
（
通

算
）
さ
れ
、
通
算
老
齢
年
金
を
受
け

ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
万
一
障
害
者

と
な
っ
た
場
合
に
支
給
さ
れ
る
障
害

年
金
の
大
事
な
対
象
期
間
と
な
り
ま

す
。
　
し
か
し
、
出
稼
ぎ
か
ら
帰
っ
た
と

き
に
「
国
民
年
金
の
加
入
届
」
の
手

続
き
を
し
て
い
な
い
と
、
年
金
の
加

入
期
間
に
“
空
白
”
を
作
る
原
因
と

な
る
だ
け
で
な
く
、
い
ず
れ
の
制
度

か
ら
も
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

な
　
く

老
後
生
活
の
支
え
で
あ
る
“
年
金
”

を
失
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
出
稼
ぎ

か
ら
帰
っ
た
ら
早
め
に
「
年
金
手
帳
」

と
「
印
鑑
」
を
持
参
の
う
え
、
役
場

の
年
金
係
で
、
国
民
年
金
の
加
入
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
代

　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時

　
　
　
一
㍗
　
　
既
．
　
　
　
金

　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
生

　
　
迅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
厚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
り

鋪
、
飛
卿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
爵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
∠
国

倒
　
　
　
麟通算老齢

年金を
受給する



1”””1”1””広輻かわにし／昭和57年4月10日発行1書1”ll”1””””1垂II”””1”1””1””””II””””ll”””1””””””””””1””””””””””1”””ll””1””1”9”””””ll””””11””””【8】”II””Ill

1
．
1
・
I
I
I
・
．
0
9
0
9
1
1
1
．
o
．
I
I
　
・
1
，
・
　
．
o
o
I
　
●
　
■
・
I
l
o
o
o
o
●
　
6
　
，
　
1
9
0
．
1
，
・
　
9
0
0
　
0
●
o
　
じ
l
I
I
●
．
・
・
．
　
I
o
－
o
．
l
I
l
，
l
I
I
l
l
l
I
1
9
　
．
l
o
・
・
．
．
漣

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
　
第
二
回
町
議
会
定
例
会
は
、
新
年
度
予
算
の
審
議
が
中
心
で
し
た
が
、
そ
の
　
…

ロ
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…
ほ
か
に
は
、
条
例
の
改
正
や
五
十
六
年
度
の
各
会
計
補
正
予
算
の
審
議
な
ど
も
…
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り

…
行
わ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
…
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…
　
主
な
も
の
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
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総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
使
用
料
を
改
正

条
例
の
改
正

○
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
使
用
条
例
の
一

部
改
正

分
娩
料
は
四
月
か
ら
六
千
円
値
上
が

総合センター使用料金表

納入区分 使用施設 単　　　位
使　　用　　料

一　般 営　業（町内）
営　業
（町外）

（1）公益外の

　使用を目的

　とするとき

ホ　ー　ル

1時間当たり

600円 800円1，200円
ステージ

研修室
和　　室

調理室
講義室
　　日

300 400 600

②　宿泊をす
　るとき 和　　室 1人1泊 700

（3）入浴をす
　るとき

浴　　室
10人まで 1，000

10人を越す場合
の超過1人当たり 100

り
し
て
三
万
二
千
円
に
な
り
ま
す
。
こ

の
ほ
か
入
所
料
や
も
く
浴
手
数
料
な
ど

も
そ
れ
ぞ
れ
改
正
さ
れ
、
母
子
セ
ン
タ

ー
利
用
の
場
合
の
出
産
費
用
は
、
一
週

間
で
約
八
万
五
千
円
に
な
り
ま
す
。

　
　
○
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

　
　
　
正

　
　
　
助
産
費
が
十
万
円
に
、
葬
祭
費

　
　
が
四
万
円
に
値
上
げ
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
（
四
月
か
ら
）

　
　
○
総
合
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管

　
　
　
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
新
料
金
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

　
　
（
四
月
か
ら
）

　
　
※
こ
の
ほ
か
、
特
別
職
の
給
与
や

　
　
議
員
報
酬
な
ど
十
三
件
の
条
例
改

　
　
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
5
し
き

道
路
除
雪
費
は

　
　
　
減
額
す
る

補
正
予
算

〇
五
十
六
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
（
第
七
号
）

　
二
百
八
十
九
万
八
千
円
を
追
加
し
、

総
額
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
十
六
億

九
千
八
百
十
九
万
八
千
円
と
な
り
ま
し

た
。
　
木
島
伊
友
線
の
消
雪
施
設
工
事
費
が

四
百
二
十
万
円
付
い
た
の
に
対
し
、
道

路
除
雪
費
は
百
三
十
万
円
ほ
ど
減
額
さ

れ
ま
し
た
。

〇
五
十
六
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

　
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

　
三
千
五
百
七
万
八
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
は
四
億
七
千
四
百
四
十
五
万

一
千
円
で
す
。

　
療
養
給
付
費
に
こ
の
額
が
そ
っ
く
り

加
え
ら
れ
ま
し
た
。

〇
五
十
六
年
度
歯
科
診
療
所
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
五
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
は
増
減
し
な
い
で
、

款
項
の
金
額
十
二
万
円
余
の
補
正
で
す
。

固定資産評価
審査委員会委員

高橋重英氏

を再任

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

高
橋
重
英
氏
（
室
島
）
の
任
期
が
三
月

三
十
一
日
に
満
了
で
す
が
、
再
任
さ
れ
、

引
き
続
き
今
後
四
年
間
お
勤
め
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

囹
資
料
提
供
者
（
敬
称
略
）

喜
多
信
一
（
東
善
寺
）
、
柳
　
宗
平

（
十
日
町
市
山
谷
）
、
国
鉄
千
手
発

電
所
・
宮
啓
一
、
川
西
町
土
地
改

良
区
．
富
井
相
四
郎
、
登
坂
　
博
（
浦

和
市
）
、
牧
野
淳
一
・
樋
口
常
治

（
高
柳
町
）

囹
主
な
提
供
資
料
【
（
）
内
西
暦
】

●
十
王
堂
建
立
奉
加
帳
（
一
七
八
八
）

●
申
渡
之
趣
ー
献
金
寄
特
に
付
、
扇

子
二
握
く
だ
さ
れ
置
き
こ
と
ー
（
一

八
六
五
）
●
東
善
寺
村
五
人
組
持
高

書
上
帳
（
一
七
九
四
）
●
鉄
道
省
信

濃
川
発
電
堰
堤
工
事
竣
工
記
念
写
真

帖
（
一
九
三
七
）
●
土
地
改
良
事
業

の
概
要
●
岩
瀬
の
年
中
行
事
●
ふ
る

さ
と
の
百
年
－
柏
崎
、
刈
羽

　
　
以
上
総
数
六
七
〇
件

　
　
　
　
　
　
（
三
月
末
日
）

い
よ
い
よ
執
筆
段
階
に

　
三
年
目
を
迎
え
た
編
さ
ん
事
業

　
町
史
編
さ
ん
事
業
も
三
年
目
に
入

り
ま
し
た
。

　
当
初
の
予
定
で
は
、
六
年
間
の
う

ち
に
町
史
上
・
下
巻
と
史
料
編
一
巻

を
刊
行
す
る
と
約
束
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
本
年
度
が
過
ぎ
る
と
編
さ
ん

期
間
は
半
分
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
長
い
年
月
の
よ
う
で
す
が
、
実
際

に
作
業
の
進
捗
状
況
と
の
か
ら
み
合

い
か
ら
み
て
み
ま
す
と
、
楽
観
で
き

る
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
限
ら
れ

た
期
間
を
い
か
に
有
効
に
使
う
か
が

こ
れ
か
ら
の
課
題
に
な
る
よ
う
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
今
月
は
、
町
史
編
さ
ん

の
流
れ
を
振
り
返
り
、
今
後
の
大
ま

か
な
目
安
に
つ
い
て
触
れ
て
み
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
編
さ
ん
室
で
は
六
か

年
の
編
さ
ん
期
間
を
有
効
に
活
用
す

る
た
め
、
年
次
別
に
次
の
よ
う
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
六
か
年
を
三
等
分
に
し
、

最
初
の
二
年
間
は
資
料
の
収
集
と
調

査
を
、
次
の
二
年
間
は
収
集
資
料
の

分
析
と
原
稿
執
筆
を
、
さ
ら
に
、
最

後
の
二
年
間
は
執
筆
の
補
完
作
業
と

印
刷
依
頼
を
…
…
。
も
ち
ろ
ん
、
そ

の
時
ど
き
に
お
い
て
こ
ま
ご
ま
し
た

作
業
が
付
き
ま
と
う
の
は
当
然
で
す

の
で
、
ご
く
大
ざ
っ
ぱ
の
区
分
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俺
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五
十
六
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
八
号
）

　
こ
れ
ま
で
の
予
算
に
二
千
五
百
九
十

八
万
五
千
円
を
追
加
し
、
総
額
は
二
十
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一一

　
　
　
　
　
　
　
七
億
二
千
四
百
十
八

　
　
　
　
　
　
　
万
三
千
円
に
な
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
歳
入
で
は
、
町
税

　
　
　
　
　
　
　
が
五
百
五
十
万
円
、

地
方
交
付
税
が
千
九
百
三
十
四
万
円
、

県
補
助
金
の
う
ち
災
害
復
旧
費
の
千
二

百
五
十
一
万
円
の
増
額
が
目
立
ち
ま
す
。

減
額
の
ほ
う
で
は
、
財
政
調
整
基
金
繰

の役助藤

了苗、、
！
が期

数
任

　
数
藤
彦
三
助
役
の
任
期
が
三
月
三
十

一
日
に
満
了
し
ま
し
た
。

　
同
氏
は
坪
山
の
出
身
で
、
千
手
町
役

場
書
記
を
振
り
出
し
に
、
町
議
会
事
務

局
長
、
水
道
課
長
、
総
務
課
長
な
ど
を

歴
任
、
四
十
九
年
四
月
か
ら
助
役
に
就

任
さ
れ
、
二
期
八
年
間
お
勤
め
に
な
り

ま
し
た
。

退
任
の
ご
あ

入
金
の
千
五
百
万
円
、
そ
れ
に
、
町
債

の
災
害
復
旧
債
干
九
十
万
円
が
上
げ
ら

れ
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
退
職
手
当
組
合
特
別
負

担
金
が
千
六
百
九
十
三
万
円
、
あ
か
ね

会
補
助
金
が
七
百
五
十
八
万
円
、
老
人

福
祉
費
が
三
百
八
十
六
万
円
と
増
額
さ

れ
て
い
ま
す
。
農
地
農
業
用
施
設
災
害

復
旧
費
は
二
百
五
十
五
万
円
の
減
で
す
。

い
さ
つ

数

　
昨
年
の
豪
雪
に
比
べ
、
本
冬
は
降
雪

が
少
な
く
、
春
の
日
ざ
し
を
ひ
と
し
お

感
じ
る
今
日
こ
の
ご
ろ
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
民
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま

す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
拝
察
し
、
衷

心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日
、
川
西
町

助
役
に
選
任
さ
れ
、
さ
ら
に
五
十
三
年

四
月
、
再
び
助
役
と
し
て
ご
奉
公
さ
せ

藤

彦

三

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
去
る

三
月
三
十
一
日
、
任
期
満
了
を
機
に
通

算
二
十
九
年
六
か
月
の
役
場
職
員
を
退

職
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
皆
様
方
か
ら
の
限
り
な
い

ご
指
導
と
ご
支
援
の
お
陰
様
で
大
過
な

く
お
勤
め
で
き
ま
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

あ
り
が
た
く
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
家
庭
人
と
し
て
余
生
を
送

り
た
い
と
存
じ
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

何
か
と
お
世
話
に
な
る
こ
と
が
多
い
と

思
わ
れ
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導

と
、
こ
交
誼
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
に
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
川
西
町
の
発
展
と
皆
様
方
の
ご
繁
栄
、

ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
な

が
ら
、
在
職
中
の
お
礼
な
ら
び
に
退
任

の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

随　
こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
追
っ
て
み

ま
す
と
、
本
年
度
は
前
般
の
二
年
間

が
終
わ
り
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
入
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
資

料
収
集
に
は
一
応
の
結
着
を
つ
け
、

執
筆
段
階
を
迎
え
た
わ
け
で
す
。

　
参
考
ま
で
に
、
こ
の
二
年
間
に
収

集
で
き
た
古
文
書
類
は
お
よ
そ
一
万

五
千
件
、
協
力
者
は
百
三
十
余
名
に

も
及
び
ま
し
た
。
現
在
も
ま
だ
か
な

り
の
古
文
書
を
預
か
っ
て
い
ま
す
し
、

何
人
か
の
人
た
ち
に
も
声
を
か
け
、

提
供
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
も

し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
の
整
理
が
終
わ
り
し
だ
い
、

古
文
書
収
集
は
一
応
終
止
符
を
打
ち

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ひ
る
が
え
っ
て
、
本
年
度
か
ら
は

分
析
調
査
、
執
筆
作
業
の
開
始
で
す
。

執
筆
を
担
当
し
て
く
だ
さ
る
の
は
、

調
査
専
門
委
員
十
七
名
、
特
別
執
筆

者
八
名
の
方
方
で
す
。
こ
の
方
方
が

そ
れ
ぞ
れ
担
当
分
野
ご
と
に
史
実
を

究
明
し
記
述
を
し
て
く
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
特
に
、
こ
れ
ま
で
拝
見

し
た
皆
さ
ん
の
お
宅
の
古
文
書
は
、

執
筆
者
の
希
望
に
応
じ
て
、
再
び
拝

借
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
記
述
上
ど
う
し
て
も
欠
か

せ
な
い
文
書
で
、
こ
れ
ま
で
発
見
で

き
な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
重

点
的
に
調
査
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
例
え
ば
○
○
村
の
年
貢
割
付

状
と
か
、
△
△
村
の
宗
門
人
別
帳
が

ほ
し
い
と
い
っ
た
ぐ
あ
い
に
、
件
名

を
指
定
し
て
皆
さ
ん
に
も
協
力
を
お

願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
町
史
は
読
み
や
す
く
、
親
し
み
や

す
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
紙
面
を
装
飾
す
る

こ
と
も
た
い
せ
つ
な
作
業
に
な
り
ま

す
。
例
え
ば
、
そ
の
年
代
を
反
映
す

る
写
真
が
添
え
ら
れ
た
ら
、
記
述
内

容
は
何
倍
に
も
引
き
立
っ
て
き
ま
す
。

　
古
い
年
代
の
写
真
を
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
で
で
き
る
だ
け
多
く
集
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
町
の
自
然
、
風
物
、
風
俗
、
人
物

な
ど
、
懐
か
し
い
も
の
や
時
代
を
知

る
こ
と
の
で
き
る
も
の
な
ど
、
所
有

さ
れ
て
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
一
報

く
だ
さ
い
。

　
原
稿
執
筆
が
始
ま
り
ま
す
と
、
民

俗
部
会
で
は
精
通
者
に
対
す
る
聞
き

と
り
調
査
も
行
わ
れ
ま
す
。
伝
承
、

口
伝
あ
る
い
は
体
験
談
な
ど
幅
広
く
、

大
ぜ
い
の
皆
さ
ん
に
登
場
し
て
い
た

だ
い
て
、
町
史
を
飾
り
た
い
と
念
願

し
て
い
ま
す
。

　
一
冊
の
町
史
が
で
き
あ
が
る
ま
で

に
は
、
限
り
な
い
ほ
ど
さ
ま
ざ
ま
な

作
業
を
要
し
ま
す
。
ま
し
て
、
皆
さ

ん
の
身
近
な
町
史
で
す
の
で
、
そ
の

話
題
を
提
供
し
て
く
だ
さ
る
の
は
皆

さ
ん
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
作
業
の
過
程
に
お
い
て
、
何
か
と

皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
節
は
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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＝挙選事知県＝

日月

が投票日

投
票
時
間

　
　
仙
田
地
区
は
繰
り
上
げ

投
票
時
間
は
、
午
前
七
時
か
ら
午
後

六
時
ま
で
で
す
が
、
仙
田
地
区
は
別
表

の
よ
う
に
終
了
時
間
を
繰
り
上
げ
ま
す
。

仙田地区の時間繰り上げ

　
任
期
満
了
に
よ
る
新
潟
県
知
事
選

挙
は
、
三
月
三
十
一
日
に
告
示
さ

れ
、
四
月
二
十
五
日
に
投
票
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
今
後
四
年
間
、
私
た
ち
に
代

わ
っ
て
県
政
を
担
当
す
る
人

を
選
ぶ
大
事
な
選
挙
で
す
。

棄
権
す
る
こ
と
な
く
、

自
分
の
信
ず
る
一
票

を
投
じ
ま
し
ょ

・
つ
。

投票区 投票所 該当区域 投票時間

10 中仙田集会所 中仙田・田戸越　　ケ　　沢
午前7時

　～

午後5時

11 室島集落センター 室島　・藤沢

12 旧赤岩小学校 赤谷・岩瀬

13 臼倉小学校 大臼倉・小自倉
午前7時

　～

午後4時

14
仙田小学校
小脇分校

小　　　　　脇

15 高倉小学校 高　　　　　倉

16 大倉集会所 大　　　　　倉

　
　
　
　
　
転
出
者
は

　
　
証
明
書
が
必
要

　
転
勤
な
ど
で
、
県
内
の
市
町
村
に
住

所
を
移
さ
れ
た
方
は
、
新
し
い
住
所
地

の
市
町
村
長
の
証
明
書
を
提
示
す
れ
ば
、

従
前
の
市
町
村
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
証
明
書
の
提
示
が
な
い
と
投

票
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票

　
　
出
稼
ぎ
先
で
も
で
き
ま
す

投
票
日
に
、
仕
事
や
旅
行
な
ど
の
や

む
を
得
な
い
理
由
で
、
投
票
所
へ
行
け

な
い
方
は
、
前
も
っ
て
投
票
す
る
不
在

者
投
票
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
不
在
者
投
票
は
、
投
票
日
の
前
日

（
二
十
四
日
）
ま
で
で
す
。
時
間
は
午
前

八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。
役
場
二
階
の
選
挙
事
務

室
で
手
続
き
の
う
え
投
票
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
不
在
者
投
票
に
は
、
印
鑑
が
必
要
で

す
の
で
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
。

　
ま
た
、
出
稼
ぎ
な
ど
で
投
票
日
ま
で

に
帰
ら
な
い
方
は
、
出
稼
ぎ
先
で
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
早
め
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

重
者
身
体
障
害
者
は

　
　
「
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
」

　
　
　
　
　
　
　
が
で
き
ま
す

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
人
は
、

「
郵
便
に
ょ
る
不
在
者
投
票
」
が
で
き

ま
す
。
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
請

求
は
四
月
二
十
一
日
ま
で
で
す
。

　
　
転
作
大
豆
の
安
定
栽
培
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
畑
作
物
（
大
豆
）
共
済
”
か
ら

　
水
田
利
用
再
編
対
策
は
第
二
期
二
年
目
を
迎
え
、
町
の
重
点
作
物
で
あ
る
転

作
大
豆
の
作
付
け
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
町
で
は
畑
作
物
（
大
豆
）
共
済
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
で
三
年
目
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
、
多
く
の
方
々
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

転作大豆の土寄せ作業

◎
加
入
の
条
件

　
五
ア
ー
ル
以
上
の
作
付
け
が
あ
れ
ば

加
入
で
き
ま
す
。
た
だ
し
畦
畔
大
豆
、

枝
豆
用
、
作
り
捨
て
な
ど
の
場
合
は
加

入
で
き
ま
せ
ん
。

◎
共
済
金
支
払
い
対
象
と
な
る
災
害

　
風
水
害
、
干
害
、
土
壌
湿
潤
害
な
ど

の
自
然
災
害
の
ほ
か
、
病
虫
害
、
鳥
獣

害
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◇
補
償
の
期
間

　
発
芽
期
（
移
植
期
）
か
ら
収
穫
（
ほ

場
搬
出
）
す
る
ま
で
で
す
。

◇
補
償
方
式
・
補
償
金
額

　
半
相
殺
農
家
単
位
方
式
と
い
い
、
農

　
不
明
の
点
は
、
町
の
選
挙
管
理
委
員

会
（
台
八
－
三
二
一
、
有
線
二
一
二

二
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

逝
螢
演
説
擬

簸
雛
織
翻
　
繋
縷
㎜
難
隣
嚢
麟

懸
蓑
翻
懸
辮
難
懸
縫
難
懸

家
ご
と
を
単
位
と
し
て
、
そ
の
農
家
の

総
基
準
収
量
（
十
ア
ー
ル
当
た
り
百
三

十
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
八
割
を
補
償
し
ま

す
。　
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
二
百
八
十
七

円
で
補
償
し
ま
す
の
で
、
収
穫
皆
無
に

な
り
ま
す
と
、
十
ア
ー
ル
当
た
り
百
五

キ
ロ
グ
ラ
ム
三
万
円
の
補
償
に
な
り
ま

す
。
　
た
だ
し
、
管
理
が
悪
く
て
減
収
し
た

も
の
は
状
況
に
応
じ
て
共
済
金
の
支
払

い
対
象
と
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◇
掛
金
の
負
担

　
十
ア
ー
ル
当
た
り
二
千
百
円
く
ら
い

で
す
が
、
こ
の
う
ち
六
割
を
国
が
負
担

し
ま
す
の
で
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
負
担

掛
金
は
お
よ
そ
八
百
五
十
円
く
ら
い
で

す
。◇
申
し
込
み
期
間

　
加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
部
落
の

評
価
員
を
通
じ
て
四
月
二
十
日
か
ら
五

月
一
日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
産
業
課
農
業
共
済

係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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たしかめる心のゆとり春の道
》歩行者、特に子供と老人の交通事故防止

1〉自転車および原動機付自転車の安全利用の促進

1〉安全運転の確保、特に交通三悪（飲酒運転・速度違反・

一時不停止）の一掃

》暴走族の追放

運
動
の
重
点

バ
イ
ケ
の

事
故
防
止

　
最
近
、
若
年
者
や
女
性
を
中
心
に
ミ
一
一
・
バ
イ
ク
を
始
め
と
し
て
原
動
機
付

自
転
車
が
た
い
へ
ん
な
ブ
ー
ム
で
す
．
運
転
操
作
が
比
較
的
簡
単
な
こ
と
と
運

転
免
許
が
取
り
や
す
い
こ
と
か
ら
、
保
有
台
数
や
運
転
免
許
取
得
者
が
増
加
し

て
い
ま
す
．

　
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
ブ
ー
ム
と
と
も
に
増
え
て
い
る
の
が
交
通
事
故
で
す
．

原
動
機
付
自
転
車
は
、
四
輪
車
と
違
っ
て
全
身
が
外
部
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
．
ひ
と
た
び
事
故
を
起
こ
す
と
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態
を
招
く
こ

と
が
多
い
の
で
す
．
操
作
が
簡
単
だ
か
ら
と
、
中
に
は
自
転
車
な
み
の
安
易
な

気
持
ち
で
運
転
し
て
い
る
方
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
極
め
て
危
険
で
す
．

　
原
動
機
付
自
転
車
を
利
用
し
て
い
る
皆
さ
ん
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、

ま
た
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
次
の
点
に
注
意
し
て
安
全
運
転
に
心
掛
け
ま
し

ょ
う
。

労働保険料の

申告と納付

　昭和57年度の労働保険料の申告

と納付の受け付けが始まりました。

　期限は5月15日となっています。

　事業主の方は、保険料申告書に

保険料を添えて、銀行・郵便局・

労働基準監督署または労働基準局

へ早めに提出してください。

　今年は、申告書の様式が今まで

とは変わっています。記入や取り

扱いによって分らないことがあり

ましたら、監督署が各地で行って

いる説明会や記入指導会をご利用

ください。

　十日町労働基準監督署の電話は、

02575－2－2079番です。

①
法
定
速
度
を
守
ろ
う

　
原
動
機
付
自
転
車
は
、
時
速
三
十
キ

ロ
以
上
で
走
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過

ぎ
は
急
ブ
レ
ー
キ
の
原
因
と
な
り
、
転

倒
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
急
発

進
も
事
故
の
も
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

②
交
差
点
で
は
、
一
時
停
止
や
徐
行

を
す
る
な
ど
十
分
注
意
し
よ
う

　
一
時
停
止
の
場
所
や
見
通
し
の
悪
い

交
差
点
で
は
必
ず
一
時
停
止
を
し
、
左

右
を
よ
く
確
か
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

そ
の
他
の
交
差
点
で
も
徐
行
を
し
、
十

分
注
意
し
て
安
全
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
道
路
の
左
側
の
端
を
走
ろ
う

　
中
央
線
側
に
寄
っ
て
走
る
の
は
危
険

で
す
。
な
る
べ
く
左
側
の
端
を
走
り
、

み
だ
り
に
中
央
線
側
に
寄
っ
た
り
、
急

に
進
路
を
変
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
無
理
な
追
越
し
は
事
故
の

も
と
に
な
り
ま
す
か
ら
絶
対
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
ほ
か
の
車
か
ら
見
え
や
す
い
と
こ

ろ
を
走
ろ
う

　
原
動
機
付
自
転
車
も
自
転
車
と
同
じ

よ
う
に
、
大
型
車
の
右
左
折
の
と
き
、

車
の
運
転
席
か
ら
見
え
に
く
い
の
で
、

ほ
か
の
車
か
ら
見
え
や
す
い
と
こ
ろ
を

走
り
、
ま
た
、
車
と
の
間
隔
を
広
く
と

る
な
ど
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
注
意
、

し
ま
し
ょ
う
。

⑤
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ろ
う

　
原
動
機
付
自
転
車
の
死
亡
事
故
の
約

七
割
は
頭
部
損
傷
に
よ
る
も
の
で
す
。

頭
を
守
る
た
め
に
も
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は

良
質
の
も
の
を
選
び
、
あ
ご
ひ
も
を
し

っ
か
り
結
ん
で
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う
。

⑥
常
に
点
検
整
備
を
し
よ
う

　
乗
車
す
る
前
に
は
車
輪
、
ブ
レ
ー
キ
、

灯
火
な
ど
に
つ
い
て
常
に
点
検
を
行
い

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
定
期
的
に
点
検
整

備
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
無
保
険
の

ま
ま
運
行
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
必
ず

保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

幽

検
察
審
査
会
を

　
　
　
ご
存
じ
で
す
か

　
窃
盗
と
か
、
傷
害
ま
た
は
交
通
事
故

な
ど
の
犯
罪
に
よ
っ
て
、
被
害
を
受
け

て
警
察
や
検
察
庁
に
告
訴
し
た
が
、
検

察
官
が
そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く

れ
な
い
（
こ
れ
を
「
不
起
訴
処
分
」
と

い
い
ま
す
）
の
で
、
ど
う
も
納
得
が
で

き
な
い
と
い
う
よ
う
な
と
き
は
、
検
察

審
査
会
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
申
し

立
て
に
は
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
検
察
審
査
会
で
は
、
市
町
村
の
選
挙

人
名
簿
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
十
一
人

の
審
査
員
が
、
そ
の
事
件
を
よ
く
調
査

し
、
検
察
官
の
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た

処
分
が
正
し
い
か
ど
う
か
を
判
断
し
、

そ
の
結
果
を
検
察
官
を
監
督
す
る
検
事

正
に
申
し
入
れ
ま
す
。

　
検
察
審
査
会
が
裁
判
に
か
け
る
の
が

相
当
だ
と
い
う
議
決
に
基
づ
い
て
、
検

察
官
が
事
件
を
裁
判
に
か
け
懲
役
や
、

罰
金
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
例
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　
検
察
審
査
会
は
、
以
上
の
よ
う
に
検

察
官
の
仕
事
に
一
般
国
民
の
気
持
ち
を

反
映
さ
せ
よ
う
と
の
目
的
か
ら
設
け
ら

れ
た
国
の
機
関
で
す
の
で
、
検
察
官
の

不
起
訴
処
分
に
不
満
を
持
っ
て
お
い
で

の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
長
岡
市
三
和
三
丁
目
九
番
地
二
八

　
裁
判
所
構
内
　
長
岡
検
察
審
査
会

　
事
務
局
（
魯
〇
二
五
八
－
三
五
－

　
二
一
四
一
）
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：3うほう

　今月は卒業生と新入生の写真を

掲載しました。それぞれミ希望に

満ちた≒表情をしていました。

　川西ダム付近の雪消えは4月7

日でした。（昨年は5月4日）

川
西
中
の
卒
業
式

　
川
西
中
の
卒
業
式
が
三
月
士
一
百
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
二
十
一
回
目
と
の
ζ
と
で
す
。
卒
業
生
百
四
十

六
人
は
、
自
分
で
決
め
た
道
を
歩
ん
で
行
き
ま
す
。

rボクたち双子の新1年生です」

　町内の小学校へ入学した新1年生は139人ですが、双

子の新1年生は木落の田口隆淳、智淳君の1組だけです。

雪　の　比　較
午前9時現在（単位：㎝）

残

57年 56年 55年月日

鰯
月西ダム

櫛
川西タム 分遣所

3．10 83 118 340 380 164
3．15 55 88 310 338 166
3．20 37 62 297 324 151
3．25 52 265 282 153
3．31 観測 40 222 256 120
4．5 不能 15 190 232 98
雪消え 4月7日 5月5日 5月4日 不　明

、＼、
お
祝
い
電
報

ひ

　
　
三
日
前
ま
で
は
割
り
引
き

硝

一一甲一。一一一甲一●一一一一一一一一臼一．一一〇一一一。一。一・一一一甲。一，一一ρ。。一■一。一一一。一一一一。一。。．』匂學。．一。．・。．一．。．．。・

峯．饗映典｛トは冷・ 　
　
　
騨

今
上

　
　
ヤよ
今
4
だ
子
た

　
今
年
も
四
月
一
日
か
ら
赤
十
字
社
員

増
強
運
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
赤
で
は
、
災
害
救
護
や
医
療
、
血

液
事
業
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
県
支
部
で
は
単
独
事
業
と
し
て
、
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暴

　
映
画
「
典
子
は
、
今
」
上
映
協
力
会

が
で
き
、
た
だ
今
、
十
日
町
松
竹
で
上

映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
収
益
金
の
一
部
は
、
な
か
ま
の

家
と
つ
く
し
園
に
寄
付
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
四
月
二
十
三
日
ま
で
上
映
さ
れ
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
【
解
説
】

　
昭
和
三
十
七
年
を
ピ
ー
ク
に
三
百
六

人
の
サ
リ
ド
マ
イ
ド
児
が
日
本
で
生
ま

れ
た
。
辻
典
子
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。

し
か
し
彼
女
は
そ
の
不
運
と
障
害
を
乗

り
越
え
、
己
の
能
力
を
十
分
に
伸
ば
し

て
、
熊
本
市
役
所
・
一
般
事
務
職
に
合

格
し
た
。

　
映
画
「
典
子
は
、
今
」
は
サ
リ
ド
マ

イ
ド
児
・
辻
典
子
の
「
出
生
か
ら
青
春

へ
」
を
、
ド
ラ
マ
と
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の

手
法
を
駆
使
し
て
映
画
化
し
た
も
の
で
、

意
図
す
る
も
の
は
人
間
へ
の
「
讃
歌
」

で
あ
っ
て
、
身
障
者
へ
の
「
哀
歌
」
で

は
な
い
。

儲磁ガー＿醐騨瀞蝦脚畑傾、酬一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職

　
う
い
う
い
し
い
二
人
の
晴
れ
の
門
出
叫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

を
飾
る
の
に
お
祝
い
電
報
が
あ
り
ま
す
。
鞭

　
例
年
こ
の
時
期
に
な
り
ま
す
と
、
各
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ

地
か
ら
の
お
祝
い
電
報
が
殺
到
し
ま
す
。
覗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
そ
の
た
め
、
式
当
日
の
発
信
で
は
間
　
騨

に
合
わ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
　
　
　
細

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

　
電
電
公
社
で
は
、
こ
の
対
策
と
し
て
、
　
～

配
達
日
の
十
日
前
か
ら
配
達
日
を
指
定
　
輔

し
た
電
報
の
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば

す
。
特
に
式
当
日
の
三
日
前
ま
で
に
お
　
騨

祝
い
電
撃
発
信
さ
れ
ま
す
と
二
厩

に
つ
き
百
五
十
円
が
割
り
引
か
れ
ま
す
。

日
赤
か
ら
の

　
　
　
　
お
　
願
　
い

入
学
児
童
に
黄
色
い
安
全
帽
を
配
布
し

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
資
金
は
、
皆
さ
ん
か

ら
お
寄
せ
願
っ
て
い
ま
す
が
、
五
百
円

以
上
の
ご
協
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

輪一一一構制㎞

重
度
身
障
者
に

青
い
鳥
は
が
き
を

　
　
　
　
差
し
上
げ
ま
す

　
郵
政
省
は
、
身
体
障
害
者
福
祉
強
調

運
動
に
ち
な
み
、
料
金
部
分
が
青
い
鳥

の
四
十
円
は
が
き
を
、
今
月
二
十
日
か

ら
発
売
し
ま
す
。

　
ま
た
、
身
体
障
害
（
一
級
お
よ
び
二

級
で
三
月
三
十
一
日
現
在
、
満
六
歳
以

上
）
の
方
へ
、
お
申
し
出
に
よ
り
一
人

二
十
枚
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
身
体
障
害
者
手
帳

と
印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
、
お
近
く
の

郵
便
局
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

・翔融1縄榊脇

　
今
年
も
、
県
で
は
移
動
交
通
事
故
相

談
所
を
各
地
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
問
題
で
お
悩
み
の
方
は
、

一
度
相
談
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
。
　
十
日
町
市
役
所
会
場
で
は
、
次
に
よ

移
動
交
通
事
故
相
談
所
の
開
設

り
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
開
設
日
　
五
月
七
日
、
六
月
七
日
、

　
七
月
五
日
、
八
月
二
日
、
九
月
六
日
、

　
十
月
四
日
、
十
一
月
一
日
、
十
二
月

六
日
、
五
十
八
年
一
月
七
日
、
二
月

七
日
、
三
月
七
日

○
開
設
時
間
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時
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“
毎
日
が
防
火
デ
ー
で
す

　
　
ぼ
く
の
家
”

　
火
災
発
生
の
し
や
す
い
気
候
と
な
り

ま
し
た
。

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
で
は
、

次
の
こ
と
を
重
点
目
標
に
掲
げ
て
火
災

予
防
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
家
庭
で
の
火
の
用
心
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
野
山
で
の
火
気
の
取
り
扱
い
に

も
十
分
注
意
願
い
ま
す
。

◇
統
一
標
語

「
毎
日
が
防
火
デ
ー
で
す
ぼ
く
の
家
」

⇔
重
点
目
標

qD
身
体
不
自
由
者
な
ど
の
焼
死
防
止
対

　
策
の
徹
底

ラ②
家
庭
で
の
防
火
対
策
の
推
進

ラ6
防
火
対
象
物
の
安
全
確
保

ラ＠
異
常
乾
燥
時
、
強
風
時
の
防
火
対
策

　
の
推
進

ラ6
枯
草
焼
き
な
ど
か
ら
の
林
野
火
災
防

止

◎ツベルクリン反応検査

定
ッ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
と
判
定
を
　
ら
●

判
次
郵
磐
蔀
磐
罫
出
か
け
く
せ
蜥
噸

と
だ
さ
い
・
　
　
　
　
　
ら
前
勘

査
◎
対
象
者
　
　
　
　
　
知
杵
蝦

ッ
●
陰
性
で
B
C
墨
け
な
か
っ
た
人
等
述

期　日 時　　間 会　　場

4月12日 午後1：30～2：00 克雪センター

13日 〃 母子センター

20日 〃 橘出張所

20日 午後2：40～3：00 白倉小学校

26日 午後1：30～2：00 総合センター

◎ツベルクリン反応判定・B　C　G

期日 時　　間 会　　場

4月14日 午後1：30～2：00 克雪センター

15日 〃 母子センター

22日 〃 橘出張所

22日 午後2：40～3：00 白倉小学校

28日 午後1：30～2：00 総合センター

　住宅建設資金の

　　　　貸し付け
　県では、持ち家住宅の建設を促
進するため、　￥’持家住宅緊急対策

事業資金、、を貸し付けています。

◎貸し付けの条件（すべてに該当）

・県内に自ら居住するための住宅

　を建設（新築購入、増改築を含

　む）しようとする人

・資金の貸し付けを受けなければ

　住宅を建設できない人で、前年

　1年間の収入金額または所得金
　額が次の額以下の人

　　給与所得のみの人

　　収入金額　700万円
　　その他の人

　　所得金額　525万円
・住宅金融公庫の昭和57年度第1

　回個人住宅の融資を受けて住宅

　を建設する人（増改築は問わず）

◎貸し付け限度　1戸当たり400
　万円

◎利率および償還期間

　・木造135㎡以下　年4．5％

　15年以内　、　　1

，議繍羅輯
◎申込書の頒布と受け付け　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　～
内線255）へおたずねください。

　　わ

　　し

自の

慢
玉
」専一

甥熟塾

色
と
り
ど
り
な

　
「
ひ
よ
こ
」
の

　
　
　
　
編
み
ぐ
る
み

　
伊
友
星
名
マ
サ
ヲ
さ
ん

星
名
さ
ん
が
得
意
と
し
て
い
る
も

の
に
、
仏
様
の
鐘
台
づ
く
り
が
あ
る
。

写
真
で
は
分
か
ら
な
い
が
、
布
の
つ

な
ぎ
目
に
細
工
を
施
し
て
い
る
。

今
回
は
こ
の
鍾
台
で
は
な
く
、
六
、

七
年
ほ
ど
前
か
ら
始
め
た
「
ひ
よ
こ

」
の
編
み
ぐ
る
み
を
紹
介
し
て
み
た

い
。
　
こ
の
冬
、
こ
た
つ
で
編
ん
だ
も
の

が
十
五
羽
分
く
ら
い
あ
っ
た
。
羽
根

と
胴
体
を
別
々
に
編
ん
だ
も
の
で
、

こ
れ
を
ヤ
ク
ル
ト
の
カ
ラ
に
か
ぶ
せ

て
製
品
に
す
る
。

奥
の
方
か
ら
前
に
作
っ
た
も
の
を

出
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
「
座
り
の
よ
い
よ
う
に
ヤ
ク
ル
ト

の
カ
ラ
の
中
に
小
石
を
入
れ
ま
し
た

て
エ
」
白
や
黄
色
の
細
い
毛
糸
を
使
っ
て

い
る
。
と
さ
か
は
も
ち
ろ
ん
赤
で
あ

る
が
、
羽
根
を
赤
や
黄
色
、
そ
れ
に

緑
の
毛
糸
な
ど
で
縁
ど
っ
て
い
る
の

が
特
徴
で
あ
る
。

かわいいrひよこ」の編みぐるみ

　
「
彩
り
を
い
ろ
い
ろ
考
え
ま
し
て

の
オ
」

　
白
内
障
で
お
と
と
し
右
目
を
手
術

し
た
そ
う
だ
。

　
「
あ
ん
ま
り
細
い
こ
と
は
し
な
い

方
が
い
い
の
だ
が
…
…
」
お
じ
い
さ

ん
の
弁
で
あ
る
。

　
「
雪
が
消
え
れ
ば
草
取
り
に
追
わ

れ
る
ん
で
、
今
の
う
ち
に
や
ら
な
い

と
の
オ
」

む
ず
か
し
い
と
こ
ろ
は
、
と
さ
か

の
形
と
目
の
大
き
さ
で
す
て
エ
」

星
名
さ
ん
の
家
で
は
、
以
前
に
は

に
わ
と
り
を
二
百
羽
も
飼
っ
て
い
た

と
い
う
。

　
「
そ
ん
な
こ
と
で
、
ひ
よ
こ
の
編

み
ぐ
る
み
を
作
っ
て
み
る
気
に
な
り

ま
し
た
て
エ
」

こ
れ
か
ら
も
、
み
ん
な
に
喜
ん
で

い
た
だ
く
た
め
に
続
け
て
い
か
れ
る

と
の
こ
と
。
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「
な
か
ま
の
家
」
へ
の
姜
呈
息

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
星
　
名
　
憲
　
三

　
知
恵
の
発
達
障
害
者
を
取
り
巻
く
人
た
ち
が
待
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
ん

望
ん
で
い
た
「
な
か
ま
の
家
」
が
竣
工
し
ま
し
た
。

　
こ
の
建
設
資
金
は
、
日
本
船
舶
振
興
会
、
新
潟
県
、

川
西
町
か
ら
の
補
助
金
と
、
十
日
町
市
、
中
魚
沼
郡

内
の
全
世
帯
の
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
付
に
よ
る
も
の
で

す
。
こ
の
ほ
か
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
な
ど
で
ご
寄
付
を
く

だ
さ
っ
た
団
体
や
個
人
の
方
な
ど
の
善
意
と
ご
協
力

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
施
設
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
皆
さ
ん
の
ご
期
待

に
反
し
な
い
よ
う
に
、
役
職
員
一
同
で
発
達
障
害
者

の
幸
せ
の
た
め
に
努
め
る
こ
と
を
お
誓
い
い
た
し
ま

す
。
　
（
あ
か
ね
会
理
事
長
）

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
三
…
一
三
。
一
一
3
3
一
一
一
鴨
…
。
一
…
一
…
3
…
－
一
＝
3
＝
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晴
内
謬

蒐超渋　
　
　
も
竃
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ

　
　
ー
1
題
覧
、
　
、
、

　
　
　
　
　
　
、

　
　
8
曜
覧
監
、
、

　
「
エ
ー
ソ
ダ
コ
ッ
ツ
ォ
ー
お
ら
バ
カ
だ
ん
が
」
「
お

前
さ
ん
と
違
っ
て
の
オ
ホ
ン
に
バ
カ
だ
て
」
。
街
の

会
話
の
一
こ
ま
。

　
カ
ラ
オ
ケ
ス
ナ
ッ
ク
に
入
る
と
「
私

バ
カ
よ
ね
、
お
バ
カ
さ
ん
よ
ね
」
。
言

葉
の
へ
り
く
だ
り
。
歌
詞
は
時
と
し
て

「
な
ん
の
気
な
し
」
に
使
わ
れ
る
。
し

か
し
、
こ
の
こ
と
が
現
実
問
題
と
し
て

浮
か
ん
で
く
る
と
、
な
ん
の
こ
と
か
あ

い
ま
い
に
な
り
、
偏
見
と
差
別
を
生
み

出
す
危
険
性
も
出
て
く
る
。

　
「
精
神
薄
弱
」
…
…
堅
い
イ
メ
ー
ジ

で
あ
る
。
　
「
知
恵
遅
れ
」
…
…
少
し
は

柔
ら
か
く
な
る
が
、
ど
う
い
う
状
態
か

分
か
ら
な
い
。
　
「
バ
ヵ
」
…
…
な
ん
と

な
く
分
か
っ
て
く
る
。
　
「
バ
カ
」
と
は

ど
う
い
う
こ
と
（
意
味
）
な
の
だ
ろ
う

か
。
精
神
薄
弱
者
福
祉
法
に
目
を
通
す

が
、
定
義
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
次

の
理
由
か
ら
特
別
の
定
義
を
お
か
な
い

も
の
と
し
た
。

　
精
神
薄
弱
者
の
解
釈
、
ま
た
範
囲
に

つ
い
て
は
社
会
通
念
に
よ
る
こ
と
と
さ

れ
た
。
　
「
定
義
に
つ
い
て
は
、
知
能
検

なんの気なしに
葉言，つ吏｛

そ
の
範
囲
を
定
め
る
と
し
て
も
、
文
部
省
で
は
殴
75

以
下
、
厚
生
省
で
は
70
以
下
、
法
務
省
で
は
70
未
満

　
　
　
　
　
と
な
っ
て
い
る
。
同
一
の
人
を
検
査
し

　
　
　
　
　
て
も
使
用
す
る
検
査
器
具
の
種
類
が
異

　
　
　
　
　
な
る
と
、
別
の
知
能
指
数
が
算
出
さ
れ

禎一田戸

査
を
中
心
と
し
た
精
神
薄
弱
の
判
定
方
法
、
判
定
基

準
に
確
立
さ
れ
た
む
、
ん
な
く
、
知
能
指
数
に
よ
り

る
場
合
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
権
威

あ
る
判
定
機
関
が
整
備
さ
れ
、
判
定
方

法
、
基
準
が
確
立
さ
れ
る
ま
で
は
特
に

定
義
を
設
け
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
。

（
精
神
薄
弱
者
の
福
祉
ー
原
井
利
夫
著

よ
り
）
」
。

　
一
般
的
に
は
心
身
の
発
達
期
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
原
因
に
よ
り
、
知
的
機
能
の

障
害
と
同
時
に
、
適
応
障
害
を
伴
っ
て

い
る
状
態
に
あ
る
も
の
を
い
い
、
医
学

用
語
と
し
て
は
、
精
神
遅
滞
（
知
的
発

達
遅
滞
）
と
す
る
ほ
う
が
適
切
で
あ
る

と
の
主
張
も
あ
る
。

　
ま
た
、
先
ご
ろ
身
体
障
害
者
福
祉
審

議
会
は
、
そ
の
答
申
の
中
で
、
障
害
等

級
は
現
行
の
身
体
の
生
理
的
障
害
を
中

心
に
み
て
い
る
の
に
対
し
、
日
常
生
活

を
す
る
上
で
の
能
力
を
め
ぐ
っ
て
評
価

す
る
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
（
な
か
ま
の
家
施
設
長
）

一
一
3
三
“
…
一
｛
。
。
3
一
三
一
一
…
ξ
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…
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一
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…
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ξ
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…
ご
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亀
…
三
三
一
一
一
～
一
亀
～
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一
三
…
，
一
～
圭
3
三
㌔
一
一
一
三
喜
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三
一
三
9
一
…
一
…
ξ
一
三
．
．
．
～
三
．
～
三
．
騨
～
三
．
．
一
．
ξ
一
一
一
一
～
三
．
．
～
三
一
三
一
毫
…
一
一
三
…
一
一
三
曹
一
～
一
㌔
甲
．
3
三
一
。
．
．
の
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弔
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訟思
善

　
次
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

囹
社
会
福
祉
の
た
め
に
と

※
富
井
勇
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
一
二
万
円

※
数
藤
清
治
さ
ん
（
沖
立
）
か
ら
一
二
万
円

囹
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
費
に
と

※
木
島
町
に
お
住
い
の
方
か
ら
匿
名
で

　
一
万
円

※
乾
会
（
代
表
・
平
野
正
義
さ
ん
）
か

　
ら
二
万
二
千
七
百
三
十
八
円

※
野
沢
寅
雄
さ
ん
（
野
口
）
か
ら
五
万
円

※
退
　
職
／
三
月
三
十
一
日
付

社
会
課
副
参
事
・
半
藤
伊
三
郎
、
総
合

セ
ン
タ
ー
・
太
田
善
次
郎
、
健
康
管
理

室
・
関
ロ
ト
ク
、
同
・
山
口
紀
子
、
建

設
課
・
大
平
キ
ミ
、
健
康
管
理
室
・
水

品
芳
子
、
南
原
保
育
園
・
野
沢
千
恵
美

※
配
置
換
え
／
四
月
一
日
付

産
業
課
副
参
事
兼
商
工
観
光
係
長
・
南

雲
直
秀
（
管
財
係
長
）
、
社
会
課
年
金
係

長
・
五
十
嵐
一
男
（
商
工
観
光
係
長
）
、

総
務
課
庶
務
係
・
小
川
広
一
（
教
委
学

校
教
育
係
）
、
歯
科
診
療
所
・
丸
山
カ

ッ
子
（
総
合
セ
ン
タ
ー
）
、
社
会
課
援

護
係
・
小
川
則
子
（
歯
科
診
療
所
）
、
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「
な
か
ま
の
家
」
が
皆
さ
ん
の
協
力

の
も
と
、
四
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

　
入
所
者
は
、
収
容
が
三
十
人
、
通
所

二
十
人
の
計
五
十
人
で
す
。
収
容
の
人

の
年
齢
は
最
高
が
四
十
五
歳
、
最
低
が

十
八
歳
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
運
営
費
は
国
の
措
置
費
で
ま
か
な
わ

れ
ま
す
が
、
開
設
ま
で
の
助
成
や
あ
か

ね
会
運
営
は
一
部
関
係
市
町
村
で
分
担

し
ま
す
。
建
設
費
の
借
入
金
返
済
に
つ

い
て
は
町
で
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
町
や
町
民
の
皆
さ
ん
の
大
き
な
支
援

が
必
要
で
す
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
方
方
が

　
　
　
引
っ
越
し
の
お
手
伝
い

三
月
二
十
八
日
の
引
っ
越
し
に
は
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
方
方
が
、
ト
ラ

ッ
ク
を
持
参
の
う
え
、
一
日
中
お
手
伝

い
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

【
写
真
上
】

東
側
か
ら
撮
影

【
写
真
左
】

北
側
か
ら
の
全
景

▲5号室は4人部屋でしたが

、
凄
瓢
．
．

－
ー
『
昼
　
l
　
O
　
－
　
l
　
l
　
l
I
　
雪
　
ー
　
ロ
　
ー
1
墨
1
一

一
今
日
（
姻
）
旨
曜
日
・

り

一
く
つ
ろ
ぐ
入
所
者
た
ち

灘

．
麟

糠

灘
贈

嚢

㈱
韓
購
響

懸

デ
ィ
ル
ム
三

　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
描

　なかまの家の概要
①住所　上野甲2896－2（88－4013）

②経営主体名　社会福祉法人あか

　ね会
③施設名　なかまの家

④種別　精神薄弱者の更生

⑤定員　収容30人・通所20人

⑥職員20人
⑦施設の規模　・敷地面積39，捌㎡

　・建物の構造　鉄筋コンクリー

　ト平屋建（1部2階建）

　床面積1，270㎡

⑧総、事業費（当初建設分）約2億

　7，000万円

⑨主な指導訓練内容

（1）生活指導　個人的生活指導

　　（睡眠・食事など〉、社会的

　　生活指導（規律・任務・責任

　　・対人関係など）、運動機能

　　訓練などを通じて生活習慣、

　　社会性を育成する。

（2）作業指導　社会生活参加の心

　　構えや職業人としての自覚を

　　形成し、勤労意欲を啓発する。

　　（農村型コロニーを目ざす。

　　畜産、農産物の生産加工、よ

　　しず製作、造花の下請け作業

　　など）

入所者の内訳
区　　分 収容 通所 計

川西町 3人 8人 11人

十日町市 16 12 28

津南町 5 5
川西町 6 6
合　　計 30 20 50
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．
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．
ξ
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圭
一
三
。
3
…
一
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一
～
一
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一
。
．
一
3
…
蘭
一
．
．
～
。
一
…
一
9
三
一
．
．
一
一
一
三
一
畠
二
甲
一
三
一
一
．
～
一
一
一
一
．
～
㌔
騨
3
一
三
一
3
一
三
三
一
．
9
9
の
…
価
．
．
．
．
三
一
脚
．
．
一
，
三
。
働
一
甲
9
三
一
多
3
…
一
…
一
三
一
…
一
…
。
…
三
一
。
一
3
｛
噛
三
一
三
一
三
制

企
画
室
企
画
係
・
五
十
嵐
ワ
カ
（
援
護

係
）
、
健
康
管
理
室
衛
生
係
・
高
橋
貴

美
子
（
企
画
係
）
、
産
業
課
農
村
総
合

整
備
係
・
柄
沢
敏
雄
（
道
路
橋
梁
係
）
、

建
設
課
災
害
河
川
係
・
水
品
文
夫
（
農

業
係
）
、
建
設
課
道
路
橋
梁
係
．
高
橋

伸
一
（
農
政
係
）
、
税
務
課
住
民
税
係

・
登
坂
光
国
（
農
村
総
合
整
備
係
）
、

産
業
課
農
政
係
・
押
木
哲
（
災
害
河
川

係
）
、
産
業
課
林
業
係
・
谷
井
一
二

（
総
務
課
）
、
建
設
課
道
路
橋
梁
係
・
大

海
均
（
総
務
課
）
、
産
業
課
農
政
係
・

高
橋
隆
一
（
総
務
課
）
、
総
合
セ
ン
タ

i
・
小
林
マ
ツ
ノ
（
上
野
分
館
）
、
上

野
連
絡
所
・
小
川
良
（
北
原
分
館
）
、

川
西
幼
稚
園
長
・
小
林
恵
美
子
（
仙
田

保
育
園
長
）
、
南
原
保
育
園
長
・
角
谷

幸
江
（
橘
保
育
園
長
）
、
橘
保
育
園
長

・
丸
山
泰
子
（
南
原
保
育
園
長
）
、
仙

田
保
育
園
長
・
木
村
直
子
（
同
・
保
母
）
、

上
野
保
育
園
保
母
・
鴫
原
陽
子
（
川
西

幼
稚
園
）
、
橘
保
育
園
保
母
・
高
橋
敏

子
（
千
手
保
育
園
）
、
仙
田
保
育
園
保

母
・
星
野
き
よ
子
（
橘
保
育
園
）
、
千

手
保
育
園
保
母
・
角
山
智
恵
子
（
上
野

保
育
園
）
、
上
野
保
育
園
保
母
．
南
雲

美
知
子
（
千
手
保
育
園
）
、
千
手
保
育

園
保
母
・
大
島
利
子
（
南
原
保
育
園
）
、

仙
田
保
育
園
保
母
・
水
品
み
つ
子
（
橘

保
育
園
）
、
南
原
保
育
園
保
母
・
斉
木

栄
子
（
仙
田
保
育
園
）
、
千
手
保
育
園

保
母
・
大
熊
早
月
（
上
野
保
育
園
）
、

南
原
保
育
園
保
母
・
目
黒
ひ
ろ
み
（
上

野
保
育
園
）
、
千
手
診
療
所
．
高
橋
淑

子
（
歯
科
診
療
所
）
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鴫・．凄購灘・幽霧翻　蹴蟹錫匙一乳
乳
児
期
の
栄
養

　
母
乳
で
育
て
ま
し
ょ
う

　
乳
児
期
は
人
生
の
う
ち
で
身
体
発

育
の
最
も
活
発
な
時
期
で
す
。
赤
ち

ゃ
ん
に
と
っ
て
、
お
母
さ
ん
の
お
乳

は
か
け
が
え
の
な
い
理
想
的
な
栄
養

源
で
す
。
心
身
と
も
に
健
康
な
赤
ち

ゃ
ん
に
育
て
る
た
め
に
、
で
き
る
だ

け
母
乳
で
育
て
る
よ
う
努
め
ま
し
ょ

う
。　
　
　
　
母
乳
栄
養
の
よ
さ

　
　
　
①
母
乳
は
ほ
と
ん
ど
一
〇

　
○
パ
ー
セ
ン
ト
消
化
さ

　
れ
る
の
で
、
栄
養
効
率

　
が
よ
く
、
内
臓
負
担
が

　
少
な
く
て
す
み
ま
す
。

②
母
乳
の
中
に
は
い
ろ
い

　
ろ
な
免
疫
抗
体
が
含
ま

　
れ
て
い
て
、
感
染
症
に

　
か
か
り
に
く
く
、
人
工

　
栄
養
よ
り
も
死
亡
率
が

　
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

③
母
乳
は
た
ん
ぱ
く
質
な

　
の
で
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の

　
原
因
と
な
る
こ
と
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。

④
母
乳
栄
養
は
、
母
も
子

　
も
心
理
的
に
満
足
し
、

　
そ
の
後
の
よ
い
母
子
関

　
係
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
り
　
し

　
λ
き
シ
当
マ

　
　
β
ま
淺
橘
途

　
　
　
吉
向
あ
る
し
：
，

翅
　
　
期
）

　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
”
“

8
乳
は
＼
廷

肖
o
し
や
す
＜

￥
、
♂
イ
　
　
ー

毒
生
函
馨

ズ

母
乳
の
出
を
よ
く
す
る
に
は

　
母
乳
の
出
を
よ
く
す
る
た
め
に
は
、

赤
ち
ゃ
ん
の
お
乳
を
吸
う
刺
激
が
た

い
せ
つ
で
す
。
最
初
の
出
は
あ
ま
り

よ
く
な
い
の
で
す
が
、
あ
せ
っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
乳
首
を
赤
ち
ゃ

ん
が
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
吸
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
お
乳
が
出

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
汁
も
の
を
十

分
に
、
そ
し
て
量
、
質
と
も
に
十
分

な
栄
養
を
と
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ

う
。
母
乳
不
足
の
見
つ
け
方

①
三
十
分
以
上
も
乳
房
を
離
そ
う
と

　
し
な
い

②
体
重
の
増
え
方
が
悪
い

③便秘になる

④
ぐ
ず
つ
い
て
よ
く
眠
ら
な
い

⑤
飲
ん
で
も
す
ぐ
に
ま
た
乳
を
ほ
し

　
が
る

⑥
乳
房
の
張
り
が
悪
い

　
こ
ん
な
と
き
に
は
、
一
応
母
乳
不

足
を
疑
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

野丸星敷羽丸田
澤山野藤鳥山ロ

セトリトケ寅鐵
ッヤッミイ藏男

上
野

木
島
町

野根室沖木

口深島立落

七七七七五五三
九五三〇八五六

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
繍

（
◎
◎
縣

岬
蜂
覇
ア
譲
舞

覇
」
　
．
b

　
高
橋
武
　
　
高
倉

　
小
川
美
雪
岩
瀬
か
ら

　
野
澤
弘
幸
野
口

　
佐
藤
千
代
子
　
塩
沢
町
か
ら

　
　
小
わ
琶

．
亀
　
擁
壇

＼
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

○
月
光
に
く
ま
な
く
雪
の
照
ら
さ
る
る

○
盆
梅
の
紅
薄
け
れ
ば
つ
や
や
か
に

薄
氷
の
日
を
か
え
し
つ
つ
動
く
水

雪
解
田
の
八
百
町
歩
浮
き
初
む
る

跳
ね
返
す
力
の
こ
れ
る
桑
を
解
く

　
　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

障
子
あ
け
彼
岸
日
和
の
佛
間
か
な

（
総
柵
難
子
鞍
2

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

大
久
保
麻
紀

桐
生
か
お
り

話曽醸案習謹騰詣欝晶
英善渉基浩恵理和蔵秀太正直良
明文　延子　佳久幸規　　子亮

勝
義
二
女
野
口

和
博
長
女
大
白
倉

基
治
郎
長
男
　
中
仙
田

義
雄
長
女
上
野

慎
一
長
男
発
電
所
通

武
夫
二
男
室
島

良
二
　
長
男
赤
　
谷

庄
平
　
二
男
　
大
白
倉

正
實
長
男
大
白
倉

三
義
　
長
女
　
原
　
田

栄
吉
二
女
上
野

富
治
二
女
中
島
町

洋
一
長
男
寺
尾

正
一
　
二
男
　
中
仙
田

一
美
長
男
木
落

明
　
　
長
男
上
町

乳
母
車
押
し
て
歩
い
て
暖
か
し

種
お
ろ
し
遅
霜
よ
け
の
藁
を
敷
き

春
眠
や
俳
誌
開
け
し
ま
ま
に
し
て

春
寒
し
田
螺
の
蓋
を
し
か
と
閉
じ

花
種
を
蒔
く
や
木
切
れ
の
堺
し
て

山
菜
の
話
ほ
つ
ほ
つ
山
笑
う

月
白
し
帰
雁
の
列
の
消
ゆ
る
峯

茄
子
移
植
ト
マ
ト
も
移
植
あ
た
た
か
き

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

春
め
く
や
宣
伝
力
1
の
巡
り
来
る

卒
業
の
子
と
母
に
吹
く
春
の
風

残
雪
の
ま
だ
ら
と
な
り
て
山
笑
う

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
登
坂
夕
子
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3月の交通事故発生件数
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0
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2
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1
1
0
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｛
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は

　
数
者
者
い
び
内

　
　
　
　
　
よ
お
0

　
　
　
　
　
　
気

　
件
傷
死
酒
酒
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轟
轟
轟
轟
・
ウ
ウ
ウ
“
み
の
㌘
ウ
ウ
？
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
の
轟
毒
．

高
橋
由
紀
子
　
雅
雄
　
三
女
　
坪
　
山

小
林
佑
季
子
　
良
房
　
長
女
　
中
屋
敷

心
配
ご
と
相
談

●
4
月
1
4
日
…
…
…
橘
出
張
所

●
4
月
21
日
…
…
…
克
雪
セ
ン
タ
ー

●
4
月
28
日
…
…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

●
5
月
12
日
．
．
．
：
．
…
橘
出
張
所

※
5
月
5
日
は
祝
日
の
た
め
休
み
ま
す
。

　
　
、
．
．
．
、
蒙
．
さ
裂
2
聲
職
燵
画
葬
肇

春
ぬ
く
む
雨
の
歩
道
に
霜
流
れ

菜
の
花
を
活
け
た
る
縁
に
蝶
の
来
て

　
　
　
　
　
　
三
領
　
高
橋
た
か
し

戻
り
寒
彼
岸
過
ぎ
な
る
雪
三
日

暖
か
や
陽
炎
の
土
手
ゆ
く
童

《
評
》

　
星
光
さ
ん
の
盆
梅
の
句
は
つ
や
や
か

に
が
良
い
。
咲
き
ほ
こ
っ
て
い
る
紅
梅

の
あ
で
や
か
な
艶
に
ほ
ん
の
り
と
し
た

気
品
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
句
は
紅
梅

を
「
つ
や
や
か
」
と
い
う
こ
と
ば
で
表

現
し
、
そ
れ
だ
け
で
盆
梅
の
た
た
ず
ま

い
や
周
囲
ま
で
察
せ
ら
れ
る
。


